	単位操作―３０５
	圧力発信器のゼロチェック
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	※ヘッド補正してあるものがあるので注意する事。
※タップにエチレングリコール等のシ－ル液を封入してある計器をドレンアウトした場合は、指定されたシール液を補充する。
※ストップバルブ操作時、バルブのグランド部袋ナットの共回りがないことを確認する。

(4)
ア．ゼロ点調整不可能なものは補修依頼する。
イ．計算機入力のものは、計算機でゼロ点を確認する。
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ゼロ点をチェックし、ゼロ点を調整する














元バルブ











ドレンバルブを閉める





キャップを取付ける


（キャップの取付け　　　　基－５）
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発信器の計器番号を確認する





開 始





サービスアウトする


（単―３０４）





②





圧力発信器





サービスインする


（単－３０４）














ドレンアウトを行う


　（ドレンアウト　基－１２の(4)項まで行う）





終　了





























